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単元名 単元３　気象とその変化　１章　気象の観測（５時間）

本時の
ねらい

継続的な気象観測をするために必要な雲量および天気、乾球温度、湿球温度、湿度、風向・
風速、風力、気圧についての観測の基本操作を身につけるとともに、観測を計画的に実施し、
観測結果を記録して整理する。（第３時）

指導時期 10 月中旬～ 11月上旬

本時（第３時）の展開

宮崎県小林市立野尻中学校
教頭 中嶋 康尋

中学校 第２学年
理科 学習指導案

「指導者用デジタル教科書（教材）」を用いた授業展開例理科

単元の
ねらい

（1）�気象要素と天気の変化との関係に着目しながら、気象観測、天気の変化、日本の気象、
自然の恵みと気象災害について理解するとともに、それらの観察、実験などに関する
技能を身につける。

（2）�気象とその変化について、見通しをもって解決する方法を立案して観察、実験などを
行い、その結果を分析して解釈し、天気の変化や日本の気象についての規則性や関係
性を見いだして表現する。

指導者用デジタル教科書（教材）活用の意図・目的

活動内容 デジタル教科書・教材の活用

導入

◦「指導者用デジタル教科書（教材）」の初期画面を
開いてコンテンツを起動する。

【活用しようとしたきっかけ】
⃝�乾湿計による湿度の求め方、雲量の測り方、風向・風速の調べ方を説明する際、観測器具等の拡大表示が有効
になる。
⃝�気象庁の参考リンクやNHK for School リンク集の動画リンクにワンクリックでつながる。

【紙の教科書で指導していたときに困っていた内容／場面】
⃝�写真や図などを提示するために、複数の印刷物を用意したり、拡大したりする必要があった。
⃝�参考リンクや動画リンクにつなげるために、二次元コードをタブレット端末等で読み取る必要があった。

【効果／メリット】
⃝�注目させたい部分を拡大して提示することができ、測り方などの説明が容易にできる。
⃝�参考リンクや動画リンクにすばやくつなぐことができ、時間効率が上がる。
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活動内容 デジタル教科書・教材の活用

導入

⃝�気象の変化を調べるために必要な視点（気象要素）
を確認する。

【A】
　 T ：�１日の気象の変化を調べるとき、何に注目す

ればよいでしょうか。
　 C：気温や雲量です。

【B】【C】
　 T ：�特徴的な気象や四季の変化を調べるには、他

にどんな気象要素に注目すればよいでしょ
うか。

　 C：雨の降り方や雨量、風向・風速、湿度などです。

⃝�本時の学習内容を確認する。
～学校内で気象観測をする～

⃝�観測する気象要素と観測の流れを確認する。

◦�教科書p.152を提示して「めくり紙」を外し、気象の変
化を調べるために必要な視点（気象要素）を生徒に確認
させる。

◦�生徒から視点が出てこない場合は、教科書p.151「思い
出そう」にある「動画」を視聴させる。

◦�教科書p.153の「スライド 観測１」の１枚め、２枚めを
提示し、本時の見通しをもたせる。

展開

⃝�気象観測の仕方を知る。
1）天気と天気記号
　　•�天気を表す天気記号と雲量計測器の使い方を

知る。

２）気温・湿度
　　・�気温の測り方、乾湿計による湿度の求め方を

知る。

３）風向・風速
　　・�風向・風速計の使い方を知る。

◦�p.154を順に拡大提示する。
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指導者用デジタル教科書（教材）を活用したことで得られた効果

【メリット／指導者が得られる効果】
●�動画や拡大提示資料の準備に時間がかからない。
●�言葉だけで説明するより、写真や図を見せながら説明することで、観測方法をより具体的にわかりやすく指導
することができる。

【メリット／学習者側に与える効果】
●�写真や図を見ながら説明を受けることで、観測方法をより具体的に理解しやすい。
●�動画リンク等にすばやくつながることで、集中力が切れない。

活動内容 デジタル教科書・教材の活用

展開

４）気圧
　　・�アネロイド気圧計の使い方を知る。

⃝�「観測計画」をもとに気象観測を行う。
１）�前時に話し合って決めた、周囲の建物の影響が

少ない風通しのよい場所に移動する。
２）�同じ場所で、１日の決まった時刻に３～４回、

何日か続けて観測する。

⃝��観測記録を整理する。
１）観測結果を表に記録する。
２）記録をグラフに表す。
　　・気温と湿度の複合グラフ
　　・気圧のグラフ

◦�p.153の「スライド 観測１」の３枚めを拡大提示する。

◦�観測がうまくいかなかった場合は、p.153の「参考リンク」
より、気象庁の気象データを利用する。

まとめ

⃝��気象要素の変化の様子を捉え、天気との関係につ
いて考える。
　 T ：�気温や湿度はどのように変化しているでしょ

うか。
【晴れの日】
　 C：�気温は朝から昼にかけて上がり、昼から夕方

にかけて下がっている。
　 C：�湿度は気温とは逆に、朝から昼にかけて下が

り、昼から夕方にかけて上がっている。
【雨の日】
　 C：�気温は１日を通して大きく変化しない。
　 C：�湿度は１日を通して高いままである。

⃝��継続的な気象観測が天気予報のもとになっている
ことを知る。

◦�教科書p.154の「NHK for Schoolリンク集」より動画
を視聴させる。


